
市内3か所で宅地造成工事を�
　　　　　　　　行っています。�
市内3か所で宅地造成工事を�
　　　　　　　　行っています。�

6

詳しいお問い合わせは

都市計画課　街路担当まで

岡谷市では、人口増対策の一環として、湖畔四丁目、南宮二丁目、川岸東五丁目の３か所で、宅地造成工事を
行っています。
湖畔四丁目宅地造成地は、目前には広大な岡谷湖畔公園が広がり、諏訪湖と八ヶ岳を望み、近くには市民総合

体育館、温泉スタンドなどがあります。
南宮二丁目宅地造成地は、桜の美しい横河川沿いの閑静な住宅地で、近くにはロマネット、市民総合体育館な

どがあります。
川岸東五丁目宅地造成地は、平均約116坪の区画で、広い敷地を生かし豊かな自然環境の中で家庭菜園など楽

しめます。いずれも平成15年２月に公募、３月に分譲予定です。

諏　訪　湖�

岡谷湖畔公園岡谷湖畔公園�岡谷湖畔公園�

多目的グラウンド�

マレットゴルフ場�

勤労青少年�
ホーム�

サークルK

NHKNHKラジオ�
中継放送所中継放送所�
NHKラジオ�
中継放送所�

岡
谷
南
高
校�

湖
畔
街
道
�

至体育館�

天
　
竜
　
川�

か
わ
ぎ
し�

諏　訪　湖�

横 　 河 　 川�

おか
や
�

岡谷市役所�

市民総合体育館�

東高校�

南高校�南高校�

岡谷J.C.T

川岸支所�

岡谷市役所�

市民総合体育館�

東高校�

川岸支所�

中
央
自
動
車
道�

①�

②�

③�

①湖畔四丁目宅地造成地
《岡谷湖畔公園隣接》

予定分譲区画数：６区画　　平均面積：約62坪

通学区：田中小学校・岡谷南部中学校

県道下諏訪辰野線�

中央自動車道�

天　竜　川�

ローソン�ローソン�

駒沢橋駒沢橋�駒沢橋�

至川岸駅岸駅�至川岸駅�

至駒沢山の駅�

至
辰
野�

③川岸東五丁目宅地造成地
《天竜川畔の広い敷地》

予定分譲区画数：８区画　　平均面積：約116坪

通学区：川岸小学校、岡谷西部中学校

岡谷東高校�

祐愛病院�
湖畔
街道
�

田　
中　
線�

横
　
河
　
川�

ロマネット�ロマネット�

②南宮二丁目宅地造成地
《横河川のほとりに広がる閑静な住宅地》

予定分譲区画数：17区画　　平均面積：約60坪

通学区：田中小学校・岡谷南部中学校
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み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
市
税
は
、
日
常
生
活
に
身
近
な
道

路
、
上
下
水
道
、
公
園
な
ど
公
共
施
設

や
、
教
育
、
福
祉
等
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
安
全
で
豊
か
な
生
活
を
維

持
し
確
保
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で

す
。こ

の
機
会
に
、
未
納
に
な
っ
て
い
る

市
税
や
国
保
税
が
な
い
か
も
う
一
度
ご

確
認
い
た
だ
き
、
も
し
未
納
が
あ
り
ま

し
た
ら
早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
の
税
金
が
あ
る
方
に
は
、

文
書
、
電
話
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
納
税
に
向
け
て
努
力
す

る
誠
意
が
認
め
ら
れ
な
い
方
に
は
、
差

押
え
を
行
う
な
ど
厳
正
な
姿
勢
で
滞
納

処
分
に
臨
み
ま
す
。

な
お
、
病
気
や
営
業
不
振
な
ど
の
事

情
に
よ
り
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、

早
め
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
夜
間
窓
口

12
月
２
日
（
月
）
〜
12
月
27
日
（
金
）

午
後
６
時
〜
９
時
〈
平
日
の
み
〉

■
休
日
窓
口
〈
31
日
を
除
く
〉

12
月
の
土
・
日
・
祝
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
　
時

12
月
19
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分

場
　
所

市
役
所
602
会
議
室

持
ち
物

印
鑑
、
買
受
代
金

●
公
売
予
定
日
ま
で
に
滞
納
中
の
市
税

等
が
納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
公
売
を

中
止
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
収
納
担
当
（
内

線
１
１
３
５
）
ま
で
。

税
務
課
資
産
税
担
当

内
線
１
１
２
９

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
の

時
点
で
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

に
お
願
い
す
る
税
で
す
。

■
次
の
よ
う
な
方
は
、

平
成
15
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。

▽
住
宅
用
家
屋
の
新
築
や
増
築
、
取
り

壊
し
、ま
た
は
敷
地
の
拡
張
な
ど
で
、

住
宅
用
土
地
の
利
用
方
法
が
変
更
に

な
っ
た
場
合

▽
未
登
記
の
建
物
を
取
り
壊
し
た
り
、

他
の
人
に
譲
っ
た
場
合

差
押
え
電
話
加
入
権
を
公
売

▽
納
税
通
知
書
を
受
け
取
る
方
が
亡
く

な
り
、
相
続
登
記
が
済
ん
で
い
な
い

場
合
は
相
続
人
代
表
者
を
指
定
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
続

人
の
方
は
、
代
表
者
を
選
任
し
て
お

届
け
く
だ
さ
い
。（
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、届
出
書
を
お
送
り
し
ま
す
）

▽
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

会
社
や
個
人
で
事
業
を
し
て
い
る
方

で
、
事
業
用
の
機
械
や
備
品
等
を
お

持
ち
の
方
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
土
地
や
建
物
を
譲
り
渡
し
た

り
、
建
物
を
取
り
壊
し
て
い
る
の
に
、

ま
だ
登
記
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
場

合
は
、
来
年
度
も
前
所
有
者
の
方
に
税

金
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
内
に
移
転
登
記
や
滅
失
登
記
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
記
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

総務部税務課
�２３－４８１１
内線１１２３
２２－４１４６

くらしと市税�
2002

今月の税金の納期

�固定資産税第３期

�国民健康保険税第６期

納期限…12月25日（水）

税 務 課
インフォメーション
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「
市
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

市
税
・
国
保
税
を
未
納
の
方
は

お
早
め
に
納
付
を
！

�
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固
定
資
産
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く
！

口座振替は、納め忘れを防ぐ便利な手段です。

納期限に、ご指定の預金口座から自動的に振替し

ます。本人名義の口座でなくてもできます。

手続きは、預金通帳、通帳印を持って、税務課、

各支所、金融機関の窓口においでください。

■手続きのできる金融機関

八十二銀行、三井住友銀行、長野銀行

諏訪信用金庫、長野県信用組合、諏訪湖農協

長野県労働金庫

�申込みの翌月末の納期限分から振替をします

残高不足のときも大丈夫
約15日後に再振替をします。再振替のお知らせ

が届いたら、預金残高を確認のうえ、再振替日の

前日までに口座へご入金ください。



水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
水
道
本

管
か
ら
宅
内
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
水

道
管
を
「
給
水
管
」
と
い
い
、
そ
の
材

質
に
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
塩
化
ビ
ニ
ル
、

鉛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ
て
い
る
場

合
、
水
道
水
が
管
の
中
で
長
時
間
滞
留

し
ま
す
と
、
鉛
が
ご
く
微
量
で
す
が
溶

け
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通
常
使
用

し
て
い
る
状
態
で
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、
朝
一
番
の
水
や
旅
行
な
ど
で
し
ば

ら
く
使
用
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
念

の
た
め
バ
ケ
ツ
一
杯
分
程
度
を
洗
濯
や

植
木
な
ど
の
水
ま
き
な
ど
、
飲
み
水
以

外
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
水
道
水
に
殺
菌
の
た
め
に
入

っ
て
い
る
塩
素
は
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
少
な
く
な
り
殺
菌
効
果
が
低
下
し

ま
す
の
で
、
長
時
間
使
用
し
な
か
っ
た

と
き
も
同
様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

岡
谷
市
で
は
、
鉛
製
給
水
管
は
公
共

関
連
工
事
等
に
合
わ
せ
、
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
に
順
次
取
り
替
え
て
い
ま
す
。
平

成
13
年
度
末
の
取
替
率
は
、
約
34
・
２

％
に
達
し
て
お
り
、
漏
水
を
防
止
し
良

好
な
水
質
を
保
つ
た
め
、
今
後
も
引
き

続
き
鉛
管
の
取
替
え
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

私
た
ち
に
か
け
が
え
の
な
い
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
温
泉
。
そ
の
温

泉
の
泉
質
分
類
お
よ
び
成
分
の
分
析
は
、
お
お
む
ね
10
年
ご
と
の
見
直
し
が
妥
当
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

《
水
道
の
凍
結
》

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
地
上
に

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
の
水

が
凍
り
、
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
冬
支
度
を
し
て
水
道
管

を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
電
熱
帯
を
巻
き
つ
け
保
温
す
る

コ
ン
セ
ン
ト
の
差
込
み
を
忘
れ
ず
に
。

②
不
凍
栓
で
水
抜
き
を
す
る

設
置
場
所
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

③
水
洗
ト
イ
レ
の
不
凍
装
置

便
器
内
の
水
が
凍
結
し
、
便
器
を
損

傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
説
明
書
等

で
使
用
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。水

道
管
、
蛇
口
等
へ
「
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
」
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
は
管
の
破
損
や
損
傷
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
ず
止
水
栓
を
し
め
る
か
、
破
裂
し

た
箇
所
に
布
な
ど
を
し
っ
か
り
巻
き
つ

け
、
す
ぐ
に
工
事
を
し
て
も
ら
っ
た
お

店
も
し
く
は
「
当
番
店
」
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
水
道
管
の
破
裂
】

【
凍
っ
た
と
き
の
対
応
】

【
凍
結
を
防
ぐ
！
】

8

よ
り
安
全
に
水
道
水
を

利
用
す
る
た
め
に

本
格
的
な
冬
は
も
う
す
ぐ
！

水
道
の
冬
支
度
は
お
忘
れ
な
く

水道管理課　管理担当
�２３－４８１１（内線１４１１）

泉　質：単純温泉（低張性弱アルカリ性高温泉）単純温泉とは、溶存物質が温泉１kg中に

1,000mg以下のものをいいます�

泉　温：45.5℃　　　　　知覚試験：淡黄色透明、微弱硫化水素味を有す�

水素イオン濃度：pH8.1

◆今回の分析では大きな数値の変動はなく、泉質に変更はありませんでした。�

（平成14年９月実施）�

�

☆源湯のレジオネラ菌検査の結果、源泉、温泉スタンドとも検出されませ
んでした。ご安心ください。�

溶存ガス成分� ミリグラム�

ナトリウムイオン 218.9�

カリウムイオン 28.0�

マグネシウムイオン 1.3�

カルシウムイオン 13.3�

鉄イオン 0.3

陽イオン� ミリグラム�

フッ素イオン 0.7�

塩素イオン 136.4�

臭素イオン 0.3�

硫化水素イオン 0.8�

硫酸イオン 12.6�

第二リン酸イオン 0.2�

炭酸水素イオン 417.4

陰イオン� ミリグラム�

メタケイ酸 128.4�

メタホウ酸 2.8�

�

遊離二酸化炭素 3.4�

遊離硫化水素 0.1�

　　　成分総計 964.8�

（温泉１kg中に含有する分量）�

非解離成分� ミリグラム�



夫
婦
、
恋
人
、
婚
約
者
、
同ど

う

棲せ
い

相
手
、

元
夫
、
以
前
つ
き
あ
っ
て
い
た
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
ふ
る
わ

れ
る
暴
力
を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
殴
る
蹴け

る
と
い
っ
た
身
体
的

な
も
の
だ
け
で
な
く
、
暴
言
、
行
動
や

金
銭
の
制
限
、
望
ま
な
い
性
的
行
為
な

ど
も
「
暴
力
」
で
す
。

暴
力
に
は
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
た
め
、

「
普
段
の
優
し
い
彼
が
本
当
の
彼
」
と

信
じ
込
ん
で
し
ま
い
、
「
私
が
悪
い
」

と
自
分
を
責
め
、
日
常
的
に
ふ
る
わ
れ

る
暴
力
で
つ
ら
い
と
い
う
感
情
が
マ
ヒ

暴
力
の
サ
イ
ク
ル
（
周
期
）

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は

し
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
イ
ク
ル
を
重
ね

る
に
つ
れ
暴
力
の
度
合
い
は
激
し
く
な

り
ま
す
。

警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
今
年
１

月
〜
６
月
の
夫
か
ら
妻
（
内
縁
関
係
を

含
む
）
に
対
す
る
傷
害
の
検
挙
件
数
は

563
件
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
85
件

（
17
・
８
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
離
婚
調
停
中
の
夫
が
妻
の
両
親
や

子
ど
も
を
殺
害
し
た
事
件
や
、
夫
が
妻

を
殺
害
し
た
上
で
自
殺
し
た
事
件
な

ど
、
社
会
的
反
響
が
大
き
い
凶
悪
事
件

も
複
数
発
生
し
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

配
偶
者
間
の
暴
力
事
件
の

検
挙
件
数
が
増
加

は
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
す
。

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
お
お
か
た
の
人
は
ま

だ
ま
だ
他
人
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。
配

偶
者
暴
力
は
被
害
者
一
人
で
は
解
決
が

難
し
い
問
題
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

暴
力
が
家
庭
内
で
行
わ
れ
、
被
害
者
も

外
部
の
第
三
者
に
相
談
す
る
こ
と
を
た

め
ら
う
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
で
す
。
暴

力
を
受
け
て
い
る
人
の
存
在
に
気
づ
い

た
場
合
は
、
相
談
機
関
を
紹
介
す
る
の

が
賢
明
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　「
犯
罪
」
で
す

「
犯
罪
」
で
す�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　「
犯
罪
」
で
す

「
犯
罪
」
で
す�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は�

　
　
　
　
　「
犯
罪
」
で
す�

昨
年
10
月
13
日
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
約
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
夫
婦
間
で
あ
っ
て
も
暴
力
は
「
犯
罪
」
で
あ
る
こ
と
が
法
律

上
で
明
確
に
さ
れ
、
配
偶
者
間
の
暴
力
事
件
の
検
挙
件
数
は
増
加
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

�女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク。夫やパー
トナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラ
スメント、ストーカー行為等の根絶を訴えている

岡谷市では、保健福祉総合相談室で相談を受けています。
【毎週月～金　午前10時～午後４時 �23－4811（内線1268）】
県では、男女共同参画センター（市内長地権現町）で相談を受けて
います。【毎週火～日　午前９時～午後９時（日曜は午後５時まで）
�22－5781】
◆プライバシーは厳守されます。一人で悩まずにお気軽にご相談く
ださい。

相談窓口

【問合せ】…市生涯学習課　男女共同参画担当 �２３－４８１１（内線１４５９）

DV（ドメスティックバイオレンス）講演会
日時 12月20日（金）午後２時～３時30分

場所 婦人の家　（入場無料）
演題 「他人事だと思わないで」

～女性と子どもの安全をおびやかすDV～

講師 フリージャーナリスト　梶
かじ

山
やま

寿
すみ

子
こ

氏

《講師略歴》1987年 神戸大学文学部卒業。

テレビ局勤務を経て渡米。ニューヨーク大学大学院で学ぶ

かたわら、読売新聞米国現地版記者として勤務。93年フリー

となる。早くからDV問題に関心を持ち、日米で取材、執筆活

動を続ける。

主な著書…「女を殴る男たち DVは犯罪である」「家族が壊れて

ゆく DV・最も身近な犯罪」「子どもをいじめるな」

開放期（ハネムーン期）�
加害者…優しくしたり、プレゼント�
　　　　をあげたり、絶対もう暴力�
　　　　はふるわないと約束する�
被害者…パートナーが変わるのでは�
　　　　と希望を持ち、信じたいと�
　　　　思う�

緊張形成期（張りつめた期間）�
加害者…言葉が荒くなり、軽い�
　　　　殴打、平手打ちなどの�
　　　　暴力をふるう�
被害者…パートナーの爆発を予�
　　　　感し、暴力は自分のせ�
　　　　いだと考え理由づけよ�
　　　　うとする�

爆発期（暴力が起こる）　　　�
加害者…重度の外傷を負うよう�
　　　　な暴力をふるう場合も�
　　　　ある�
被害者…恐怖を感じ、無力感を�
　　　　持つ。パートナーに従�
　　　　順になり、責められる�
　　　　ことを受け入れる�


